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全
国
知
事
会
の
自
治
制
度
研

究
会
は
、
１
９
６
７
年
の
「
府

県
制
白
書
」、
１
９
７
３
年
の

「
新
し
い
行
政
課
題
と
府
県
」

に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
、
高

度
な
行
政
ス
タ
ッ
フ
を
恒
常
的

に
保
持
す
る
こ
と
で
、
地
域
総

合
行
政
の
主
体
と
な
り
、
先
導

性
を
発
揮
し
て
き
た
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
１
年
に
「
地

方
分
権
下
の
都
道
府
県
の
役

割
」
を
公
表
し
、
都
道
府
県
の

事
務
を
、
広
域
に
わ
た
る
事

務
、
連
絡
調
整
事
務
、
専
門
性

を
要
す
る
補
完
事
務
に
分
類
し

て
い
ま
す
。

専
門
職
員
の
人
材

確
保
困
難
な
現
状

　

と
こ
ろ
で
、
第
１
次
分
権
改

革
以
降
、
政
令
指
定
都
市
、
中

核
市
、
市
の
要
件
が
緩
和
さ
れ

そ
の
数
が
増
え
る
と
と
も
に
保

健
所
政
令
市
、
特
例
市
が
設
け

ら
れ
、
府
県
の
市
へ
の
権
限
移

譲
が
、
補
完
事
務
（
高
度
な
技

術
力
・
専
門
性
を
必
要
と
す
る

た
め
一
般
の
市
町
村
で
は
人
材

確
保
が
困
難
な
事
務
）
を
中
心

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
移
譲
さ
れ
た
市
に
お
い

て
、
専
門
職
員
の
人
材
確
保
の

点
で
大
き
な
困
難
を
抱
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

保
健
所
に
つ
い
て
県
か
ら
移

管
を
受
け
た
人
口
30
万
人
の
藤

沢
市
の
調
査
を
し
た
神
奈
川
県

自
治
体
問
題
研
究
機
構
は
、

「
同
市
で
は
、
保
健
所
職
員
は

21
人
で
職
種
別
内
訳
は
医
師

（
２
）、
歯
科
医
師
（
１
）、
獣

医
師
（
４
）、
薬
剤
師
（
５
）、

保
健
師
（
３
）、
栄
養
士

（
１
）、
福
祉
職
（
１
）、
放
射

線
技
師
（
１
）、
歯
科
衛
生
士

（
１
）、
臨
床
検
査
技
師

（
２
）
と
少
数
職
種
の
集
合
体

に
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
性
の
蓄
積
が
不
十
分

　

こ
の
た
め
、
市
の
方
針
や
基

準
設
定
、試
験
検
査
能
力
、監
視

員
の
専
門
性
の
蓄
積
が
不
十
分

で
、
①
検
査
の
体
制
や
種
類
が

限
定
さ
れ
外
部
委
託
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
い
、
②
医
師
や
獣

医
、
薬
剤
師
な
ど
の
安
定
的
な

確
保
が
難
し
い
、
③
人
材
育
成

で
き
る
体
制
が
と
れ
ず
技
術
の

継
承
が
難
し
い
、
④
緊
急
体
制

が
と
れ
な
い
、
⑤
異
動
の
範
囲

が
内
部
に
限
定
さ
れ
専
門
職
と

し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
が
難
し
い
、
⑥
本
庁
で
対
応

す
べ
き
補
助
金
関
係
な
ど
も
含

め
て
国
や
県
、
議
会
な
ど
の
対

応
も
保
健
所
が
せ
ね
ば
な
ら
ず

業
務
が
過
重
に
な
る
な
ど
、
組

織
を
維
持
す
る
に
は
小
さ
す
ぎ

る
こ
と
か
ら
く
る
問
題
を
抱
え

て
い
る
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

事
務
権
限
移
譲
候
補
の

半
分
で
専
門
職
が
必
要

　

大
阪
府
は
市
町
村
へ
の
事
務

移
譲
の
数
を
競
い
、
現
在
事
務

権
限
移
譲
候
補
と
し
て
１
０
２

の
事
務
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、

う
ち
半
分
の
51
は
専
門
職
が
必

要
な
も
の
で
す
。
そ
の
事
務
量

は
、
７
つ
の
専
門
職
種
ご
と
に

み
る
と
、
保
健
師
を
除
け
ば
１

市
あ
た
り
１
人
に
も
及
び
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
こ
の
提
案
の
背

景
に
は
事
務
を
適
切
に
執
行
で

き
な
け
れ
ば
合
併
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
文
化
的
基
盤
で
あ
る

府
県
を
破
壊
し
、
財
界
の
要
求

に
応
じ
て
道
州
制
に
突
き
進
む

こ
と
で
、
日
本
の
未
来
は
見
え

て
く
る
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。

（
府
職
労
財
政
研
究
会
代
表

�

横
溝
幸
徳
）

義
務
づ
け
る
み
な
し
規
定
を
創

設
す
る
こ
と
。
ま
た
、
法
違
反

を
お
こ
し
た
派
遣
先
・
派
遣
元

企
業
へ
の
罰
則
を
強
化
す
る
こ

と
、
④
派
遣
先
企
業
の
労
働
者

と
の
均
等
待
遇
原
則
を
明
記
す

る
こ
と
、
が
必
要
で
す
。

「
働
く
ル
ー
ル
」署
名
行
動

　

府
職
労
は
、
労
働
者
の
働
く

ル
ー
ル
の
確
立
を
急
務
の
課
題

と
位
置
づ
け
、「
働
く
ル
ー

ル
」
署
名
を
組
織
内
一
万
筆
目

標
と
し
て
、
毎
月
１
回
の
府
民

宣
伝
統
一
行
動
な
ど
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。
今
月
は
13
日

（
土
）
大
阪
城
公
園
で
署
名
行

動
を
と
り
く
み
ま
す
。

　

労
働
者
派
遣
法
の
早
期
抜
本

改
正
を
実
現
す
る
た
め
、
署
名

行
動
や
各
種
取
り
組
み
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
府
民
的
な
共

同
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

り
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改

正
を
求
め
る
労
働
組
合
と
国
民

諸
団
体
の
共
同
も
大
き
く
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
野
党
間
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
起
き

て
い
ま
す
。
真
剣
な
努
力
が
払

わ
れ
る
な
ら
ば
、
野
党
共
同
法

案
の
国
会
提
出
も
十
分
可
能
な

状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正

は
、
貧
困
と
格
差
の
解
消
を
す

す
め
、
内
需
中
心
の
日
本
経
済

の
再
生
に
つ
な
が
る
も
の
で

す
。登

録
型
派
遣
原
則
禁
止

な
ど
抜
本
改
正
を

　

派
遣
切
り
、
雇
用
破
壊
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と
の
で
き

る
抜
本
改
正
に
す
る
た
め
に
、

①
製
造
業
へ
の
労
働
者
派
遣
を

禁
止
す
る
こ
と
、
②
登
録
型
派

遣
を
原
則
禁
止
す
る
こ
と
、
③

派
遣
先
企
業
へ
の
直
接
雇
用
を

使
用
者
、
と
り
わ
け
大
企
業
の

雇
用
責
任
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
。そ
れ
が
派
遣･

非

正
規
労
働
者
の
急
増
に
つ
な
が

り
、今
日
の
派
遣
切
り
、雇
用
破

壊
を
招
い
た
最
大
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
政
治
災

害
で
あ
り
、
雇
用
破
壊
の
元
凶

と
な
っ
て
い
る
労
働
者
派
遣
法

の
抜
本
改
正
は
、
政
治
に
突
き

つ
け
ら
れ
た
緊
急
課
題
で
す
。

野
党
共
同
法
案
提
出
可
能

　

こ
の
間
、
派
遣
切
り
に
あ
っ

た
多
く
の
労
働
者
が
労
働
組
合

を
結
成
し
、
た
た
か
い
に
立
ち

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
村
的

な
街
頭
相
談
は
全
国
に
ひ
ろ
が

派
遣
契
約
の
中
途
解
除
で
す
。

状
況
が
把
握
さ
れ
た
３
万
６
千

人
の
う
ち
、
雇
用
が
継
続
さ
れ

た
人
は
登
録
型
で
８
・
１
％
、

常
用
型
で
も
12
・
４
％
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
派
遣
労
働
者
は
今

も
雇
用
の
調
整
弁
と
し
て
、
モ

ノ
の
よ
う
に
使
い
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

雇
用
破
壊
は
政
治
災
害

　

労
働
法
制
の
規
制
緩
和
、
労

働
者
派
遣
法
の
改
悪
が
続
き
、

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
６
月
ま
で
に
20
万
７
千
人

が「
派
遣
切
り
」
さ
れ
て
い
ま

す
。製
造
業
だ
け
で
な
く
、事
務

系
派
遣
や
正
社
員
に
も
解
雇
・

雇
止
め
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
派
遣
契
約
の
中
途

解
除
に
よ
る
違
法
解
雇
が
続
発

し
て
い
ま
す
。
職
を
失
っ
た
派

遣
労
働
者
の
う
ち
、
約
半
数
が

「
来
期
の
雇
用
が
心
配
」「
入

札
日
が
近
づ
く
と
眠
れ
な
く
な

る
」
な
ど
、
深
刻
な
働
か
さ
れ

方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
フ

ロ
ア
ー
で
働
く
労
働
者
の
実
態

を
こ
の
ま
ま
放
置
で
き
ま
せ

ん
。

　

府
公
職
労
は
、
す
べ
て
の
非

常
勤
・
委
託
派
遣
の
み
な
さ
ん

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を

と
り
く
み
ま
す
。
労
働
組
合
に

入
っ
て
い
た
だ
き
要
求
の
実
現

を
共
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
今
、

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

率
直
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
府
庁
に
働

く
非
常
勤
、
委
託
派
遣
で
働
く

仲
間
も
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

「
今
年
４
月
か
ら
非
常
勤
嘱

託
員
か
ら
非
常
勤
作
業
員
と
し

て
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
賃

金
が
大
幅
に
減
少
に
な
っ
た
」

や
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
ど

こ
で
働
い
て
も
最
低
賃
金
は
同

一
と
い
う
制
度
の
確
立
な
ど
非

正
規
労
働
者
の
抜
本
的
な
待
遇

改
善
な
く
し
て
正
規
労
働
者
の

要
求
は
前
進
し
ま
せ
ん
。

　

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善

は
、
民
間
職
場
に
限
っ
た
問
題

　

３
月
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

「
派
遣
切
り
相
談
会
」
に
は
保

健
所
支
部
を
は
じ
め
多
く
の
府

職
労
組
合
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
、
人
間
的
連
帯

を
強
め
て
い
ま
す
。
国
際
的
に

も
例
を
見
な
い
悪
法
で
あ
る
労

働
者
派
遣
法
の
抜
本
見
直
し

　

昨
年
の
秋
以
降
「
派
遣
・
期

間
工
切
り
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
大
企
業
は
、
金
融
危
機
を

口
実
に
40
万
人
と
も
50
万
人
と

も
言
わ
れ
る
非
正
規
労
働
者
の

衣
食
住
を
奪
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
方
で
は
雇
い
止
め
さ
れ

た
労
働
者
が
自
ら
立
ち
上
が

り
、
新
た
に
１
１
０
組
合
が
結

成
さ
れ
５
２
０
０
人
が
雇
用
を

守
れ
の
た
た
か
い
を
す
す
め
、

派
遣
労
働
者
の
中
途
解
雇
無
効

に
続
い
て
、
い
ず
ゞ
栃
木
工
場

で
の
期
間
社
員
に
対
す
る
解
雇

・
休
業
も
違
法
だ
と
す
る
仮
処

分
決
定
が
さ
れ
る
な
ど
「
働
く

ル
ー
ル
」
を
確
立
す
る
運
動
は

前
進
し
て
い
ま
す
。

　

核
兵
器
の
廃
絶
に
大
き
く

情
勢
が
変
化
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

四
月
プ
ラ
ハ
で
の
演
説
で

オ
バ
マ
米
大
統
領
は
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
追
求
す

る
」
と
提
起
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
核
兵
器
廃
絶

が
国
際
政
治
の
現
実
の
課
題

に
の
ぼ
り
、
来
年
開
か
れ
る

核
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議

で
、「
核
兵
器
廃
絶
を
達
成

す
る
核
保
有
国
の
明
確
な
約

束
」
を
議
題
に
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
情
勢

を
無
視
し
、
北
朝
鮮
が
５
月

25
日
、
地
下
核
実
験
を
強
行

し
ま
し
た
。
北
朝
鮮
は
今
回

の
核
実
験
を
「
自
衛
的
核
抑

止
力
の
強
化
の
一
環
」
だ
と

正
当
化
し
て
い
ま
す
が
、
核

兵
器
の
開
発
は
安
全
を
保
障

す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
国
際

環
境
を
不
安
定
に
さ
せ
ま
す
。

　

核
兵
器
を
廃
絶
さ
せ
る
た

め
に
は
、
国
際
的
な
世
論
と

運
動
の
後
押
し
が
重
要
で
あ

り
、
と
り
わ
け
被
爆
国
で
あ

る
日
本
の
運
動
が
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

広
島
、
長
崎
の
被
爆
者
を

は
じ
め
日
本
の
核
兵
器
廃
絶

を
求
め
る
声
は
、
国
際
的
な

反
核
平
和
運
動
、
非
同
盟
諸

国
、
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
諸

国
と
も
連
帯
し
、
い
ま
や
世

界
の
大
き
な
潮
流
に
な
っ
て

い
ま
す
。
府
職
労
は
、
核
兵

器
廃
絶
の
署
名
を
は
じ
め
、

国
民
平
和
大
行
進
（
府
内
は

６
月
30
日
～
７
月
７
日
に
行

進
）、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
な
ど
平
和
運
動
を
積
極
的

に
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

地
方
自
治
や
府
民
生
活
は

関西州
構想で

⑤

う

る

ど

な

か

何
故
府
県
制
か　
そ
の
２

非
常
勤

委
託
派
遣
労
働
者
の

雇
用
と
暮
ら
し
守
る
運
動
を
広
げ
よ
う

　「賃金」「休暇」などの労働
条件や「雇用問題」について、
労働組合があれば（入っていれ
ば）法律に定められた交渉権
（団体交渉）により、使用者と
対等の立場で話し合い、改善を
求めていくことができます。
　所属長に面と向かって話すの
は、とても勇気のいることで
す。でも労働組合があれば突然
の「雇い止め」も許しません。
　今年４月から一般嘱託員から
非常勤作業員に雇用が変更され
たため賃金が大幅に引き下げら
れたなどの事例が数多く発生し
ています。一方、ハローワーク
の求人票には定年65歳とされて
いたが、突然合理的な理由もな
く、再雇用しないと通告された
舎監さんは、府公職労に加入
し、所属長交渉を行う中で、３
月末雇い止めを撤回させ引き続
き雇用を約束させました。

労働組合って

「
雇
用
の
調
整
弁
」と
し
て

モ
ノ
扱
い
さ
れ
る
派
遣
労
働
者

労
働
者
派
遣
法
の

早
期
抜
本
改
正
を

専
門
性
と
市
町
村

の
行
政
能
力

核兵器廃絶が世界の大きな潮流

国民平和大行進、原水爆禁止世界大会など

平和運動を大きく前進させよう

道
州
制

府
公
職
労
が
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
と
り
く
み
ま
す


